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田
竜
通
信

＊
執
箪
者
紹
介
（
掲
載
順
）

杉
山
一
也
大
阪
大
学
大
学
院
学
生

吉
永
慎
二
郎
京
都
女
子
大
学
等
非
常
勤
講
師

川
原
秀
城
岐
阜
大
学
助
教
授

寺
門
日
出
男
大
阪
大
学
助
手

朱
廣
興
竜
谷
大
学
等
非
常
勤
講
師

武
田
時
昌
信
州
大
学
助
教
授

＊
前
号
の
補
訂
と
お
詫
び
°
弊
誌
一
九
八
九
年
十
一
月
刊
荒
号
所
載
論
考

「
〈
王
弼
の
因
循
＞
傍
注
」
（
湯
城
吉
信
撰
）
に
お
い
て
沢
田
多
喜
男

先
生
の
学
説
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
該
当
論
考
名
「
老
子
王
弼

注
考
察
一
斑
」
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
『
東
洋
文
化
』
六
二
号
・

一
九
八
二
年
）
が
欠
落
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
編
輯
責
任

者
の
加
地
伸
行
の
責
任
で
あ
り
ま
す
°
深
く
反
省
し
、
沢
田
多
喜
男
先

生
に
そ
の
非
礼
を
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
そ
の
不
十
分

さ
に
つ
き
ま
し
て
、
読
者
諸
氏
に
対
し
ま
し
て
も
併
せ
て
お
詫
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

＊
研
究
室
の
異
動
。
大
学
院
学
生
の
藤
居
岳
人
は
、
阿
南
工
業
高
等
専
門

学
校
（
徳
島
県
）
専
任
講
師
と
し
て
、
同
じ
く
湯
城
吉
信
は
弓
削
商
船

高
等
専
門
学
校
（
愛
媛
県
）
専
任
講
師
と
し
て
、
と
も
に
四
月
一
日
を

も
っ
て
赴
任
し
た
。

在
籍
者
は
、
大
学
院
学
生
五
名
（
後
期
課
程
二
名
、
前
期
課
程
三
名
）

学
部
学
生
一
名
。

(78) 
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＊
研
究
室
出
身
者
の
異
動
。
野
村
茂
夫
氏
（
愛
知
教
育
大
学
）
は
皇
学
館

大
学
教
授
に
、
武
田
秀
夫
氏
（
京
都
産
業
大
学
）
は
追
手
門
学
院
大
学

教
授
に
、
鵜
飼
尚
代
氏
は
愛
知
女
子
短
期
大
学
専
任
講
師
に
、
竹
田
健

二
氏
（
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
）
は
新
潟
大
学
教
育
学
部
助
手
に
、

そ
れ
ぞ
れ
四
月
一
日
を
も
っ
て
赴
任
し
た
。

＊
今
年
度
の
学
外
非
常
勤
講
師
は
、
下
見
隆
雄
・
広
島
大
学
教
授
、
堀
池

信
夫
・
筑
波
大
学
教
授
、
村
上
哲
見
・
東
北
大
学
教
授
、
浦
野
俊
則
・

二
松
学
舎
大
学
教
授
、
富
永
一
登
・
大
阪
教
育
大
学
助
教
授
、
黄
当
時
・

仏
教
大
学
専
任
講
師
で
あ
る
。

＊
山
東
社
会
科
学
院
儒
学
研
究
所
の
副
研
究
員
、
子
時
化
氏
が
、
外
国
人

客
員
研
究
員
（
中
国
〈
大
陸
〉
政
府
派
遣
研
究
員
）
と
し
て
、
五
月
十

日
に
来
日
、
本
研
究
室
に
在
籍
し
つ
つ
、
一
年
間
、
滞
在
す
る
。
研
究

主
題
は
「
日
本
の
近
代
化
と
儒
教
」
で
あ
る
。

同
氏
は
、
中
国
（
大
陸
）
政
府
が
行
な
っ
て
い
る
研
究
員
試
験
（
研

究
者
の
海
外
研
修
者
選
抜
試
験
）
に
合
格
し
、
政
府
間
協
定
に
よ
っ
て

来
日
し
た
人
士
で
あ
る
。
ま
た
、
金
谷
治
東
北
大
学
名
誉
教
授
の
御
紹

介
も
あ
っ
た
。

＊
私
は
子
氏
の
よ
う
な
研
究
者
は
別
と
し
て
、
学
生
の
場
合
は
留
学
生
な

ら
ば
考
慮
す
る
も
の
の
、
就
学
生
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
受
け
入

れ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
留
学
生
で
も
、
国
費
留
学
生
で
あ
り
文
部

省
が
配
置
依
頼
を
し
て
く
る
場
合
以
外
、
よ
ほ
ど
の
理
由
が
な
い
か
ぎ

り
受
け
入
れ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

な
ぜ
か
。
最
近
、
外
国
人
と
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
か
れ
で
も
受
け
入

(79) 
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れ
る
風
潮
に
対
し
て
批
判
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
当
に
理
由
が
あ
る
と

き
は
、
留
学
生
で
あ
れ
、
就
学
生
で
あ
れ
、
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
。
し

か
し
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
人
物
の
と
き
は
、
受
け
入
れ
る
べ
き
で
は

あ
る
ま
い
。
今
号
執
筆
者
の
朱
廣
興
君
の
場
合
は
、
国
費
留
学
生
（
台

湾
）
と
し
て
来
日
、
大
阪
大
学
大
学
院
（
社
会
言
語
学
専
攻
）
で
五
年

の
課
程
を
終
え
、
そ
の
間
、
論
文
を
発
表
、
現
在
、
大
学
の
非
常
勤
講

師
と
し
て
勤
務
し
つ
つ
研
究
を
深
め
て
い
る
。
私
は
同
君
と
二
人
で
こ

の
四
年
間
い
っ
し
ょ
に
『
朱
子
語
類
』
を
読
ん
で
き
た
が
、
研
究
者
と

し
て
の
資
質
は
十
分
で
あ
り
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
朱
君
の
よ
う
な
外

国
人
学
生
を
理
想
と
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
本
号
所
載
の
朱
君
の
論
考
は
、
拙
著
『
中
国
論
理
学
史

研
究
』
中
の
「
古
代
漠
語
に
お
け
る
主
語
の
存
在
に
対
す
る
疑
問
」
の

影
響
を
受
け
、
漠
語
の
構
造
に
対
し
て
語
学
的
に
抜
本
的
に
メ
ス
を
入

れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
面
の
批
判
対
象
と
な
っ
た
大
河
内
康

憲
氏
の
反
論
を
大
い
に
歓
迎
す
る
。
学
問
論
争
の
場
と
し
て
本
誌
は
い

つ
で
も
大
河
内
氏
の
反
論
を
掲
載
す
る
用
意
が
あ
る
。
御
寄
稿
い
た
だ

き

た

い

。

（

加

地

伸

行

）

(80) 
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